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談話レベルでの会話教育における指導項目の提案
—談話・会話分析的アプローチの観点から見た談話技能の項目















目’，‘C. 音声的項目’，‘D. 言語・非言語・音声の総合的技能項目’ という 4つに分類して整
理した．このような指導項目リストの作成により，同じクラスを担当する教師間において会話
指導とその指導項目に対する意識の共有もより容易になるものと考える．
1. は じ め に
日本語教育を行う上では，指導項目，つまり，シラバスを整理し，教材化し，的確な時期に的
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畠 (1988)，谷口 (1989)，岡崎 (1989) の会話教育の観点と，会話指導項目を概観する．
畠 (1988: 109–110) は，会話を，文法，語彙などの内容に直接関与する ‘セマンティックな














の不足を補うためのストラテジー’ ‘対人関係を調整する’ ‘良い聞き手になる’ ‘相手に働きかけ
る’ ‘自分の発話を調整する’ ‘話をモニターする’ ‘内容’ ‘音声面のコントロール’ ‘非言語行
動’ ‘文化的背景についての知識’ という 11項目となっている．
岡崎 (1989) は，コミュニカティブ・アプローチの立場から ‘会話ストラテジー’ について，
コミュニケーション目的を円滑に果たすための communication strategy と，社会・文化的要





る必要性を強調している．そこで，‘会話の開始・展開・終結’ という場面と，表 1のような ‘場












































会話への参加方法の指導について述べた岡崎 (1987)，伊藤 (1993) を取り上げる3．次に，言語
的要素と共に，非言語的要素や音声的要素をどのような場面や相互行為の中で使い分けていくか
を学習者に気付かせ，練習させること等について述べた土井 (1997)，ザトラウスキー (2001，
2002a，2002b)，Kato [Nakai] (1999)，Nakai (2002)，中井 (2002，2003a，2003b，2003c，
2003d，2004)を取り上げる．
岡崎 (1987: 170–173) は，初～中級のカリキュラムにおける ‘聞き手中心の談話の指導’ (相
づちの指導，良質な聞き手養成の指導，談話参加の指導)について報告している．‘相づちの指
導’ は，簡単な相づち，同情・共感の言葉を入れる練習，短い質問で会話に参加する練習，‘私も
. . . ’ を使って話順をとって自説を提示していく練習まで段階的に行うという．‘良質な聞き手養
成の指導’ は，相手の話の要点をつかんで短く要約する練習，‘談話参加の指導’ は，音楽や手拍
——————————————————









クチャンネル + α】という発話形式を主張している．この【バックチャンネル + α】の【α】部分
を少しずつ変化させることにより，聞き手からさらに一歩話し手側に回り得る可能性のある段階
まで発話量を増やし，会話に積極的に参加していく指導方法を考察している．【バックチャンネル
+ α】の指導項目には，‘相づち詞の繰り返し’ ‘話し手の言葉の繰り返し’ の他，賛意や意見等に
よる ‘バックチャンネルの後に短い発話が続く形式’ ‘先取り’ 等があるとしている(伊藤 1993:
82–86)．
土井 (1997: 45–48)では，文字教材では扱いが困難となる会話学習項目を視聴覚教材によって
扱い，映像素材が提示する ‘映像’ ‘音声’ ‘会話場面’ の情報から得られる言語・非言語項目の
指導の必要性について強調している．‘映像’ からの学習項目としては，‘身振りや顔の表情，動
作，視線，姿勢，相手との位置関係や距離’ (p. 45) 等の非言語行動によって伝達される意味か
ら参加者の心情を推測することの重要性を説いている．‘音声’ からは，‘イントネーションや声
の高さ，大きさなど，音声にともなう情報によって伝達される意味’ を挙げ，‘発話者の意図や心
的態度を読み取る上で有効な手がかり’ (p. 46) であるとしている．‘会話場面’ からは，‘表現

















省会’ という会話授業の流れを紹介している．また，中井 (2004) では，会話ビデオ中の談話技
能(あいづち，うなずき，笑い，繰り返し，評価表現，質問表現，強調，視線，姿勢等による会話
への参加の仕方・させ方)の観察・意識化をはかる ‘会話分析活動’，その談話技能を実際に反復
















表 2は，‘A. 言語的項目’，‘B. 非言語的項目’，‘C. 音声的項目’，‘D. 言語・非言語・音声
の総合的技能項目’ という 4分類となっている．さらに，岡崎 (1987)，伊藤 (1993)等が強調し
ている聞き手の役割を指導することの重要性を考慮に入れて，‘A–1. 言語的項目’ においては，
‘聞き手’ と ‘話し手’ に分けて項目を提示した．これによって，話し手と聞き手として，それぞ
れがどのように効果的に会話へ参加していけるかを整理しながら指導しやすくすることを狙った．
また，接触場面での問題処理のための技能項目として，Tarone (1981)，ネウストプニー (1981)，
畠 (1988)，谷口 (1989)，尾崎 (1996)を参考にし，新たな項目を追加した4．
——————————————————
























































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































B 非 言 語 的 項 目A ― ２ 言 語 的 項 目
談話レベルでの会話教育における指導項目の提案







































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































C 音 声 的 項 目
 世界の日本語教育





いるが，談話レベルでの会話教育の観点からは ‘1.2. 話題に対する自分の態度を示す’ という視
点でまとめている．
‘A–1. 言語的項目’ の ‘聞き手’ に対する会話指導項目は，中井 (2003d) を参考に，聞き手
の役割をする際に，話し手との相互行為に配慮しながら，効果的に会話に参加していくための項
目として，3つに分類した．‘1. 話題に対する自らの感情・態度を示す技能’ は，杉戸 (1987)の
‘あいづち的な発話’ と ‘実質的な発話’ の区別を参考に，下位分類をした．また，‘2. コミュニ
ケーションを円滑にする技能’，‘3. 良い人間関係・社会関係を作るための質問’ は，斎藤 (1989)
の ‘疑問文・質問文で表現されるコミュニケーション上の機能’ と佐々木 (1998)の ‘情報要求
の発話の機能の分類’ を参考にした．
‘A–2. 言語的項目’ の ‘話し手 /聞き手’ に対する会話指導項目は，話し手と聞き手の両方が
動的な相互行為の中で用いる 4つの言語的項目についてまとめたものである．なお，ここに挙げ
た項目は，‘A–1. 言語的項目’ の ‘話し手’ ‘聞き手’ に分けて挙げた項目と一部重なるが，‘話
し手 /聞き手’ が相互に入れ替わりながら会話を構築していくための言語的技能項目という観点
から再度整理し直したものである．まず，‘1. 言語体系に関する技能’ の ‘1.1. 文法能力’ は，
畠 (1988) の言う ‘セマンティックな部分’ に当たり，会話を行う上で基礎となる，伝えたいこ
との内容を表現するためのものである．‘1.2. 談話展開能力’ で挙げた項目は，Kato [Nakai]
(1999)，Nakai (2002)，中井 (2003a)で分析した言語的要素の一部をまとめたものである5．‘2.




である．次に，‘3. 会話展開に関する技能’ は，‘会話’ という大きな枠組みを把握した上で，情
報提供や情報要求等をしながら，会話・話題6を開始，展開，終了していくための項目である．こ
——————————————————
5 各言語的要素の詳しい定義は，Kato [Nakai] (1999) を参照．
6 ‘会話’ と ‘話題’ の区別は，南 (1972) を参考にした．‘会話’ というのは，例えば，ビジターセッショ
ンの場合，参加者同士が出会いの挨拶をして話を始めてから別れの挨拶をするまでのまとまりであると
する．これに対して，‘話題’ というのは，その会話で実際に話されている内容のまとまりを指す．つま
り，1つの ‘会話’ はいくつかの ‘話題’ から成るといえる．
談話レベルでの会話教育における指導項目の提案
れらは，いずれも，中井 (2003d)のビジターセッション用の指導項目を参考にしたものである．
‘B. 非言語的項目’ の ‘話し手 /聞き手’ に対する会話指導項目の ‘1. コミュニケーションを
より効果的に行うための技能’ は，谷口 (1989) の ‘会話の技術’ における ‘非言語行動’，土
井(1997)，ザトラウスキー (2001，2002a，2002b)，中井 (2003d，2004)，を参考にした．‘1.7.
ジェスチャー’ の ‘a. 図像的 (iconic)，隠喩的 (metaphoric)，指示的 (deictic)，拍子的 (beat)’
は，McNeill (1992)とザトラウスキー (2002b)の 4つの分類である．また，中井 (2004)の演
劇プロジェクトにおける非言語的要素の指導項目ではこのジェスチャーの 4つの分類を用いて，
‘b. キーワード・強調語・抽象的概念を分かりやすくする’ ‘c. リズムを取る’ という項目も扱っ
た．
‘C. 音声的項目’ の ‘話し手 /聞き手’ に対する会話指導項目の ‘1. コミュニケーションを
より効果的に行うための技能’ は，谷口 (1989) の会話の技術リストの ‘音声面のコントロー
ル’，土井 (1997)の視聴覚教材における ‘音声’ に伴う情報からの学習項目，中井 (2004)の演
劇プロジェクトで挙げられている項目を参考にした．
最後に，‘D. 言語・非言語・音声の総合的技能項目’ の ‘話し手 /聞き手’ に対する会話指導
項目は，‘A. 言語的項目’，‘B. 非言語的項目’，‘C. 音声的項目’ の各項目を，編成し直したも
のである．これは，言語・非言語・音声を総合的に組み合わせて用いることによって効果的に話
すための指導項目で，会話指導項目の A，B，C と一部重なる部分がある．1.から 4.は，中井






























と理解(土井 1997)，ビジターセッション(中井 2003d)，演劇プロジェクト(中井 2004) の他，


















































9 発話機能の指導項目については，西口 (1995)，国立国語研究所 (1994) 機能一覧表を参照．
10 蒲谷・川口・坂本 (1994) 参照．
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